
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h17/050413-2.html


2016/7/25 総合国際深海掘削計画(IODP)における研究航海の開始について

http://home.hiroshimau.ac.jp/kohog/press/h17/0504131.html 2/2

【お問い合わせ先】

広島大学大学院理学研究科 助教授　狩
野彰宏
TEL：０８２－４２４－６５８３（直通）
FAX：０８２－４２４－０７３５

［発信枚数；Ａ４版　５枚（本票含む）］
○文部科学省発表資料

○研究概要
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報道機関　各位
平成１７年４月１３日

文部科学省

総合国際深海掘削計画(IODP)における研究航海の開始について

このたび、総合国際深海掘削計画(IODP)において、下記のとおり、米国の提供す

るジョイデスレゾリューション号が、北大西洋において掘削を行うこととなりま したの

でご案内いたします。この航海には、欧米の参加者に加え我が国から７名 の研究

者が参加する予定です。

IODPは、海洋科学掘削船を用いて深海底を掘削することにより、地球環境変動

の 解明、地震発生メカ
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深海地球探査企画官　田中康久
TEL:03-5253-4111（代表）
TEL:03-6734-4146（直通）
FAX:03-6734-4147　　　　
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別紙

研究の概要

１．テーマ

ポーキュパイン海盆における炭酸塩マウンドの形成過程の解明

２．概要

北大西洋海域の水深数100mの海域には、これまで、主に深海サンゴ(*)により作

られた多数のマウンド（海底面の丘）が発見されてきた。中でも、アイルランド 西方

のポーキュパイン海盆に発達する炭酸塩マウンド群は、直径1km、高さ200mに達

し、多様な生物群集により構成され、「深海のサンゴ礁」という新たな科学 的研究対

象として近年注目を浴びている。また、このマウンド周辺の海水中には、 通常よ 辺ン

がされて、 学ら、ンを」学 ら 水0 、深中サ

ン の成をし マウンド発 達 の主要、 ている 、ら ている。

研イ で 、過年 で発達 しパ高 さ2 mの マウンドを し中

水 生を に集す る。 の、 を 中 洋学 生学 生学 学らすにサ、中、ュ 、マウンド形成のパ eの解明を目域す。また、深海サン は高解 中 、し もラ 、い に  、中

年 におウ 、 の解周ド 深水の周い塩周 の

中

。

ュ の研イをうュ ー、ポーキュパ究ン海盆の炭酸塩マウンドを中 し中 海域におンにのし ᾉウ年の の解にすに中ュと に。深海サンを水深 m 生し がキ ウパるン sをとしてウサのュと。
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別図
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